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日常臨床にて、免疫能が低下し感染症に罹患しやすい患者に遭遇することはしばしばある。このような
状態は高齢者や基礎疾患のある者によくみられるが、これらの患者では感染症の重症化リスクも懸念される
ため、感染症を予防することが大切である。風邪をひきやすい状態などを東洋医学では“気虚”といい、“気虚”
を治療する代表的な漢方薬が補中益気湯である。補中益気湯は、主に倦怠感や食欲不振などの症状に使用
される薬剤であり、様々な疾患を背景にした倦怠感や食欲不振の報告がされている。
今回、倦怠感があり感染症に罹患しやすい患者に補中益気湯を使用し、感染症の罹患回数が減少した2症例を
経験したため報告する。
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はじめに

日常臨床にて、免疫能が低下し感染症に罹患しやすい患
者に遭遇することはしばしばある。このような状態は高齢
者や基礎疾患のある者によくみられるが、これらの患者で
は感染症の重症化リスクも懸念されるため、感染症を予防
することが大切である。

今回、倦怠感があり感染症に罹患しやすい患者に補中益
気湯を使用し、感染症に罹患しにくくなった2症例を経験
したため報告する。

症例提示

症例1　56歳 女性 （図1）
【主　訴】　倦怠感、副鼻腔炎に罹患しやすい
【現病歴】　関節リウマチに対してエタネルセプトを開始後、
倦怠感が続き副鼻腔炎に罹患しやすくなった。虫刺され跡
が残存し、湿疹が出るなどの皮膚症状も多い。気虚と判断
し、クラシエ補中益気湯エキス細粒 7.5g/日を処方した。
【経　過】　3週間後、倦怠感が改善し副鼻腔炎に罹患しに
くくなった。虫刺され跡が残存し、湿疹が出るなどの皮膚
症状も減少した。その後も処方を継続した。

症例2　87歳 男性 （図2）
【主　訴】　倦怠感、感冒に罹患しやすい
【現病歴】　夜間頻尿があり、3ヵ月前に肺炎で入院してから、

倦怠感が続き感冒に罹患しやすくなった。腹診にて腹力は
やや虚、小腹不仁を認めた。気虚・腎虚と判断し、朝夕に
クラシエ補中益気湯エキス細粒 5.0g/日＋夕に牛車腎気丸 
2.5g/日を処方した。
【経　過】　3週間後、調子がよい。3ヵ月後、倦怠感が改
善し感冒に罹患しにくくなり、夜間頻尿の回数も減少し
た。現在も処方を継続している。

なお、報告した2症例に漢方薬による有害事象は認めな
かった。
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図2　症例2の経過
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図1　症例1の経過
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考　察

今回、感染症に罹患しやすい患者に補中益気湯を使用
し、感染症の罹患回数が減少した2症例を経験した。

補中益気湯は、体力虚弱で倦怠感や食欲不振がある者に
適する薬剤であり、気虚（生命エネルギーとしての“気”の
不足）を治療する代表的な方剤である1）。気虚の症状には
倦怠感、食欲不振、風邪をひきやすい、などがある2）。

補中益気湯という名前には、中（胃腸の機能）を補い気
（元気）を益す、という意味がある。構成生薬の黄耆・人
参・朮・甘草・陳皮・大棗・生姜には、弱った胃腸機能を
回復し元気を益す作用がある（補気健脾作用）。胃腸機能の
低下は栄養状態および免疫能の低下につながるが、胃腸機
能の回復により、それらの改善も期待できると考えられる。

今回経験した2症例は明らかな白血球の低下はみられな
かったが、初診時に倦怠感や感染症に罹患しやすいなどの
症状があり気虚と判断した。その後、補中益気湯の使用に
より気虚が改善し、倦怠感が軽減し感染症に罹患しにくく
なったと考える。

日常臨床でも、患者が補中益気湯を内服すると感冒など
の感染症に罹患しにくくなることをよく経験する。ランダム
化比較試験（RCT）でも、慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者
において、補中益気湯の6ヵ月間の内服による、感冒罹患
回数の有意な減少が報告されている3）。

薬理学的にも補中益気湯の免疫機能増強作用に関する
報告は複数あり、高齢者・老齢マウスにおけるNK細胞増
加4, 5）、マウスにおけるインフルエンザ感染時のウイルス
増殖抑制や感染後早期のIFN-αの誘導6）、マウスにおける
拘束ストレスによる免疫力低下（IFN-γ産生能低下、マク
ロファージ活性低下）の改善7）などが報告されている。

症例1は、エタネルセプトによる免疫抑制作用により感
染症に罹患しやすくなったと考えられる。本症例において
は補中益気湯の使用により感染症の罹患回数は減少した
ため、補中益気湯は免疫抑制作用のある薬剤を使用中の患
者の感染予防に臨床応用できる可能性がある。また、補中
益気湯により皮膚症状も改善した。虫刺され跡が残存し、
湿疹が出るなどの皮膚症状は、以前から体調不良時に起こ
るため、エタネルセプトによる有害事象ではなく気虚によ
るものと考えた。皮膚症状の改善は、補中益気湯の皮膚栄
養を高める作用のある黄耆・当帰が含まれているためと考
えられる。薬理学的には、補中益気湯がマウスの皮膚バリ

ア機能障害を改善したとの報告がある8）。補中益気湯は、
アトピー性皮膚炎の治療に併用されることがある9）。RCT
において、アトピー性皮膚炎があり「疲れやすい」、「根気
が続かない」などと回答した患者が補中益気湯を6ヵ月内
服し、外用薬（ステロイドやタクロリムス）の使用量は有意
に減少した10）。

症例2は診察所見より気虚だけでなく腎虚もあると判断
し、牛車腎気丸を併用した本症例の倦怠感は気虚・腎虚の
両方が原因であった可能性があり、牛車腎気丸の併用は倦
怠感の改善に寄与したものではないかと考えられる。

結　語

今回、倦怠感があり感染症に罹患しやすい患者に補中益
気湯を使用し、感染症に罹患しにくくなった2症例を経験
した。免疫能が低下した患者の感染症罹患予防に補中益気
湯は有用である可能性がある。


